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建屋への地下水・雨水等流入量の再評価について

4/6-4/13及び4/20-27の期間におい
て、建屋への地下水・雨水等流入量
が不自然な値を示した。

今回プロセス主建屋の断面積を再評
価し、建屋への地下水・雨水等流入
量を算出した。

評価期間 4/6～4/13 4/20～4/27
変更前 220 60
変更後 150 120

(m3/日)
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プロセス主建屋断面積の再評価について

現在採用している週報上のプロセス主建屋
断面積は紫の線であり、水収支より算出し
ているが、当時はデータ数が少なく、デー
タ採取間隔も1日3回と粗いため、精度が低
いと推定される。

今回水収支より再評価した建屋断面積は赤
の線であり、データ採取期間を約1年と拡充
し、採取間隔も1時間以内と短縮することで
精度の向上を図った。

なお、建屋への地下水・雨水等流入量が不
自然な値を示した4/6-4/13及び4/20-27の
期間は、オレンジの点線で示すように、誤
差が大きいと想定される水位範囲を変動し
ている。
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建屋断面積評価後の建屋への地下水・雨水等流入量について

今回評価した建屋断面積で地下水・雨水等流入量を評価すると、以下のように赤字
の4月の不自然な値が解消される結果となった。

評価期間 3/30～4/6 4/6～4/13 4/13～4/20 4/20～4/27 平均値

現在 120 220 140 60 135
変更後 130 150 130 120 133

6/1の地下水・雨水等流入量の評価から、PMB建屋断面積の変更を実施している。
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過去の建屋への地下水・雨水等流入量について

H27 H28 H29

変更前　m3/日変更後　m3/日
H27年度 268 268
H28年度 203 202
H29年度(4-5月) 127 126

年間の地下水・雨水等流入量
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【参考】過去の建屋への地下水・雨水等流入量について (直近4週間の移動平均)
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【参考】地下水・雨水流入量評価方法について

原子炉注水
C[m3/d]

水位増減
Δh1-4[m/d]

建屋有効面積
S1-4[m2]

地下水・雨水等流入量
Ｆ1-4in [m3/d]

その他移送
T1-4[m3/d]

１～４号機

F

水処理流量
P[m3/d]

水処理設備
（SARRY/KURION）

⇔Ｆ1-4in＋ＦRWin ＝ S1-4・Δh1-4＋SＲＷ・ΔhRW － C  － T1-4 －TRW ＋ P

S1-4・Δh1-4＋SＲＷ・ΔhRW ＝ C  ＋ T1-4 ＋TRW ＋Ｆ1-4in＋ＦRWin － P

＝ （原子炉注水量） ＋（その他移送量）

＋（地下水流入量等）－（ポンプ移送量）

（建屋変化量）＝ （建屋流入量） ―（建屋流出量）

【地下水流入量等の評価式】

移送

水位増減
ΔhRW[m/d]

建屋有効面積
SRW[m2]

地下水・雨水等流入量
ＦRWin [m3/d]

その他移送
TRW[m3/d]

集中ラド

1～4号機、集中ラド一つの系で評価
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【参考】プロセス主建屋断面図
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水が滞留する地下階エリアに異なるTPに厚さの異なる床スラブが存在

床スラブ
(TP 約2800～約3200)

床スラブ
(TP 約1300～約2400)

地下階エリア

プロセス主建屋地下階 イメージ断面図
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誤差が大きいと推定される水位範囲


